
ョ  八 経 溢 新 蔚 2 0 0 5 年 ( 平成 1 7 年) 7 月 2 ■ 日 (木曜 日)

一
橋
大
学

・

一
橋
寮
南
三
〇

六
号
室
。
東
洋

思
想
研
究
会
の

た
ま
り
場
と
な

っ
て
い
た
私
の
部
屋
で
、
貧

し
か

っ
た
が
志
の
あ
る
友
人

た
ち
と
毎
日
議
論
を
戦
わ
せ

て
い
た
。
皆
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
明
け
暮
れ
、

割
り
勘
で
買
う
サ
ン

ト
リ
ー
の
角
瓶
が
最

高
の
贅
沢
だ

っ
た
。

友
人
の

一
人
、
石

井
吉
春
君
と
は
創
価

高

校

か

ら

の
同

級

生
。
大
学
四
年
の
と

き
就
職
活
動
に
出
遅

れ
、
心
配
し
た
が
、

本
人
は

の
ん
び
り
し

て
お

り
、
卒
業
時
に
は
北
海
道
東

北
開
発
公
庫
に
ち
ゃ
っ
か
り

入
行
し
た
。
そ
の
後
は
日
本

政
策
投
資
銀
行

へ
。
石
井
君

が
国
会
担
当
と
な

っ
た
時
に

は
彼
の
配
慮
で
新
た
な
縁
を

数
多
く
結
ん
だ
。

こ
の
四
月
か
ら
は
、
四
国

支
店
長
の
職
を
投
げ
打
ち
北

海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院

教
授
に
転
身
。
こ
こ
数
年
、

小
槽
商
科
大
学
の
夏
期
集
中

講
座
な
ど
で
地
域
経
済
の
講

義
を
し
て
い
た
の
で
適
役
と

思
う
が
、
そ
の
決
断
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
二
月
末
に
議
員

会
館
に
突
然
現
れ
た

石
井
君
は
相
変
わ
ら

ず
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と

し
て
い
た
。
し
か
し
、

新
し
い
大
学
院

へ
の

新
任
教
授
と
し
て
の

赴
任
は
並
大
抵
の
こ

と
で
は
な
い
。

彼
は
、
私
が
司
法

試
験
に
合
格
し
た
時

や
、
政
務
官
就
任
の

お
祝
い
な
ど
に
、
都
合
を

つ

け
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

今
度
は
私
が
お
祝
い
を
す
る

番
だ
。
彼
の
教
え
子
た
ち
が
、

立
法
府
や
行
政
府
で
現
実
に

「
公
共
政
策
」
に
か
か
わ
る

時
代
が
来
る
よ
う
可
能
な
限

り
支
援
し
た
い
。

（と
み
た

。
し
げ
ゆ
き
Ｈ
衆
院
議
員
）
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教授 へ の転身
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